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要 旨：高機能自閉スペクトラム症成人の余暇生活に対する支援の必要性やそのあり方

を検討するための基礎資料を得ることを目的に，余暇実態ならびにその形成に影響する要

因を探るための質問紙調査ならびにケース検討を行った．その結果，「一般的な余暇」像

として他者との交流を伴う余暇イメージをもつ者の中には，他者評価では余暇の実態が充

実しているにもかかわらず，本人の実感としての余暇に対する満足度が低くなる傾向がみ

られた．このことから「一般的な余暇」像に固執する者は，余暇資源や自助グループ活動

の仲介，相談援助などを通した人間関係や余暇の場づくり，固定観念の払拭にむけたサポ

ート等の必要性が示唆された． 
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Ⅰ．はじめに 

 
2005 年の発達障害者支援法成立，2007 年の

特殊教育から特別支援教育への転換などにみ

られるように，発達障害者の存在が認識され，

支援がなされてきている．発達障害者の相談・

支援の中心的役割を担う発達障害者支援セン

ターにおいても，①発達障害の早期発見，早期

支援等に資するよう，発達障害者及びその家族

に対し，専門的にその相談に応じ，助言を行う

こと，②発達障害者に対し，専門的な発達支援

及び就労の支援を行うこと，③医療，保健，福

祉，教育等に関する業務(医療等の業務)を行う

関係機関及び団体，これに従事する者に対し発

達障害についての情報提供や研修を行うこと，

④発達障害に関して，医療等の業務を行う関係

機関及び民間団体との連絡調整を行うこと，⑤

前各号に掲げる業務に附帯する業務などの機

能が規定され，その役割を遂行するための職員

が配置されている． 
しかしながら，現在の発達障害者に対する支

援では，学校・職業生活や家庭生活での問題解

決が優先され，余暇の時間というテーマは後回

しにされがちである 3)．発達障害者支援法にお

ける発達障害者支援センターの機能に関する

規定においても，②就労の支援や，③保健，教

育は明記されている一方で，余暇生活に関する

記述は見られない．また，適応的な社会生活を

送っている高機能自閉スペクトラム症が充実

した余暇の時間を過ごしていることが先行研

究によって明らかにされているが 6)，いわゆる

アスペルガー症候群など高機能自閉スペクト

ラム症は，健常者と比して特有の認知特性を持

つことから，余暇活動に二次的な歪みや偏りを

生じたり，知的能力に見合わない形での困難さ

を示したりすることが多い 3)．さらに別府 1)は，

従来自己理解を欠損させていると言われてき

た高機能自閉症児が，独特のやり方や内容では

あるが，自己理解や自己を持っていると述べて

おり，このことから，高機能自閉スペクトラム

症の中には，自身が余暇の時間を思うように過

ごせていないなどというネガティブな実態を

理解しながらも，それを改善する手立てがなく，

その結果，充実した余暇の時間を過ごせていな

い者も存在することが考えられる．高機能自閉

スペクトラム症の余暇生活に対する支援の必

要性の検討や，余暇生活の充実に資する支援の

拡充を図ることは，喫緊の課題であるといえよう． 
そこで本研究では，高機能自閉スペクトラム

症の余暇実態を明らかにするための質問紙調

査ならびに余暇実態の形成に影響する要因を

探るためのケース検討を行い，高機能自閉スペ

クトラム症の余暇生活に対する支援の必要性
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や，そのあり方を検討するための基礎資料とす

ることを目的とする．なお，本研究における「余

暇」は，ジョフレ・デュマズディエ 2)，工藤ら
5)の定義を参考に，「好きなこと・趣味(障害特

性としてのこだわりに起因するものも含む)な
ど，自分が自由に使える時間の過ごし方」と定

義する． 
 
● 

Ⅱ．方法 

 
１．対象 

 A県発達障害者支援センター利用者の自助グ

ループ「B クラブ」メンバーである発達障害の

ある成人約 70 名のうち調査の趣旨に賛同した

者で，広汎性発達障害(自閉スペクトラム症)の
診断があり，知的な遅れがない者とした．ケー

ス検討では，質問紙調査に回答した対象者のう

ち，インタビュー調査への協力に同意した者を

対象とした． 
 
 

２．手続き 

質問紙調査は 20xx 年 6 月の B クラブ例会終

了後に無記名式で実施した．配布数 24，回答数

18 であり，回収率は 75.0 %であった．回答者

の平均年齢は 26.5 歳(19 歳～36 歳)であった．

なお，対象者には，該当月に先だって配布され

る B クラブ月刊会報にて，次回 B クラブ例会

後，余暇実態に関するアンケートをおこなうこ

とを，事前にアナウンスした． 
ケース検討のためのインタビュー調査は筆

者が行い，半構造化インタビュー形式で実施し

た．対象者数は 6 名であり，いずれも質問紙調

査終了後 2 ヶ月以内におこなった．なお，イン

タビューへの協力は質問紙調査時の申告に加え，

改めて依頼書・同意書を作成し，承諾を得た． 
 

３．調査内容 

調査内容の決定については，個人の余暇の状

態を生活機能分類(ICF)の視点から検討すると

いう観点に基づき，著者間で精査した． 
質問紙調査における質問項目は，基本情報と

して，余暇に関係すると考えられる環境因子と

Table 1 質問項目（主要なもののみ掲載）

給与や⼩遣の⾦額に満⾜しているか
もしお⾦があったら、どのように使いたいか

※基本的に自由記述式

その経験は現在の余暇生活に影響を及ぼしていると考えるか  
仕事と⽣活全般の満⾜度
今の生活に満⾜しているか
今の仕事に満⾜しているか

経済⼒や⾦銭感覚について
給与はどのように使っているか

過去に保護者や教師によって自分の楽しみを制限・奨励されたことはあるか

現在・過去に参加したことのある余暇に関する活動やサービス
余暇の捉え方について
余暇の重要性
働くことの重要性
余暇とはどのような時間を指すと考えるか

余暇の理想と現実について
出勤日と休日の余暇の過ごし方
理想的な余暇生活を10点満点としたとき、現在の余暇生活の点数は
「こんなことがしてみたいけれど、していない」ことはあるか
「こんなことがしてみたいけれど、できない」ことはあるか

余暇の制限や奨励について

就労形態、就労継続期間

基本情報
年齢、性別
家族構成、生活形態（家族と同居、ひとり暮らし、施設入所など）、居住区
診断名、障害があること・あるいは障害の疑いがあることを知った時点の年齢
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しての生活形態，居住区，参加の実態としての

就労状況や余暇に関わるサークル活動などへ

の参加状況について尋ねた．また，「余暇の捉

え方」，「余暇の理想と現実について」，「仕事と

余暇とのバランス」，「将来への展望」，「仕事と

生活の満足度」，「経済力や金銭感覚について」

などについて回答を求めた．質問内容の概要は

Table 1 に示す． 
ケース検討のためのインタビュー調査では，

余暇が仕事や生活全般に及ぼす影響ならびに

余暇生活の阻害・成功要因を検討するため，仕

事や生活の満足度に影響を及ぼしている要因，

理想余暇と現実余暇とのギャップを生じさせ

ている要因などについて質問をおこなった．ま

た生活全般の質の程度を客観的に把握するた

め日本版 WHOQOL267)を実施した． 
 
● 

Ⅲ．結果 

 

１．質問紙調査 

（１）就労状況について 
 回答者 18 名の就労形態の内訳は，正社員 2
人，契約社員 5 人，パートタイム 7 人，就労継

続支援 A 型 2 人，学生 2 人であった．現在の勤

務先に障害告知をしている者は 13 名であり，

現在の勤務先への勤続期間は平均 25.1 ヶ月で

あった． 
（２）余暇と仕事のバランスについて 
 余暇と仕事のどちらが自分にとって大切な

ものであるかということについて，5 段階で尋

ねたところ，「どちらも同じ」が 13 人，「どち

らかといえば余暇」が 2 人，「どちらかといえ

ば仕事」，「仕事」，「余暇」がそれぞれ 1 人であ

り，仕事も余暇もどちらも同等に大切であると

考えている回答者がほとんどであることがわ

かった．「これまでの経験から，自分はバリバ

リ働ける人間ではないと気づいた」，「自分は不

器用でストレスを溜めがちなので，遊ばないと

やっていけない」といった，過去の経験から仕

事と余暇とのバランス意識を形成している回

答があった一方で，「(仕事と余暇の)どちらかが

偏るのはいけないような気がする」といった，

固定観念に基づく回答もみられた． 
（３）「一般的な余暇」のイメージについて 
 一般的な成人の「余暇」とはどのようなもの

かという質問に対して，Table 2 に示すように

「仕事を忘れる」，「気分転換をする」，「リラッ

クスして疲れをとる」など機能面に着目した回

答，「趣味や特技」，「やりたいことをする時間」

など内容面に着目した回答が見られた一方で，

「一般受けしやすい趣味」，「みんなで共感的に

過ごす時間」といった，「こうあるべき」とい

うイメージを持つ回答もみられた． 
 具体的な内容としては，「ドライブ」，「ショ

ッピング」，「映画」，「スポーツ」，「アウトドア」，

「デート」，「飲み会」，「サブカルチャー」，「家

事」などが挙げられた． 
（４）「余暇」の実態について 
 自由に使える時間に誰と何をして過ごしてい

るかという質問に対しては，Table 2 に示したよ

うな回答が得られ，回答者の多数が，余暇の多

くの時間をひとりで過ごしているという実態が

明らかとなった．また，なかには「地図を見る」，

「日本近代史関連の本を読む」，「Wikipedia の

記事巡りをする」，「自転車で近所の工事現場の

視察に行く」といった特徴的な回答もみられた． 
（５）「理想とする自分にとっての余暇」について 
 自分にとって充実した「余暇」とはどのよう

なものかという質問に対しては，表 2 に示すよ

うに「自分磨き」，「誰にも干渉されずに自分ひ

とりで楽しむことができること」，「普段と違う

経験に没頭すること」，「熱中して，またやりた

いと思える時間を過ごすこと」，「大切な人と一

緒に過ごし幸せを感じること」といった回答が

みられた． 
（６）「達成できていない理想の余暇」について 
余暇の時間に「してみたい」けれど「してい

ない」，「できていない」ことはどのようなこと

か，その内容と，「していない」，「できていな

い」理由について尋ねた．その結果，「遠くに

外出をしたい」が「運転免許や車がない，運転

に自信がない，一緒に行く相手がいない，お金

がない」，「スポーツなど体を動かしたい」が「障

害のある自分を受け入れてくれるクラブがな

い」，「みんなで共感し合って一晩中遊んでみた

い」が「人に合わせなければならないため，神

経質な自分には難しい」，「彼女を作って出かけ

たり一緒に過ごしたりしたい」が「会いたいと

きに気軽に会える彼女がいない」，「雀荘に行っ

て実際の牌で麻雀をうってみたい」が「気力や

勇気がない」，「一人焼肉に行きたい」が「恥じ

らいがある，お金がない」，「歴史ドラマを見て

憧れている乗馬をしたい」が「体力，お金，時

間がない」，「ハマれるものを見つけたい」が「飽

き性なのでハマる前にやめてしまう」といった

回答が挙げられた．行楽地から遠く公共交通が

不便である A 県の地域性に拠る，理想達成の阻 
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男
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し
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が
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て
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仕
事
を
忘
れ
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、
リ
ラ
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ス
す
る

日
課
を
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す
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友
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B
⼥

19
わ
か
ら
な
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答
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家
に
い
る
時
間

パ
ソ
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ン

C
男

23
鉄
道
に
は
新
し
い
発
⾒
が
あ
る
か
ら
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⾞
に
乗
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て
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友
達
と
ド
ラ
イ
ブ
、
愛
犬
と
散
歩
、

映
画
を
み
る

O
⼥

30
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い
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と
を
ひ
た
す
ら
楽
し
む

誰
に
も
干
渉
さ
れ
ず
に
自
分
ひ
と
り
で

楽
し
め
る
こ
と

好
き
な
歌
を
聴
く
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

自
転
⾞
を
こ
い
で
気
分
転
換

K
男

23
特
に
な
い

よ
く
わ
か
ら
な
い

ご
ろ
ご
ろ
す
る

パ
ソ
コ
ン
、
ご
ろ
ご
ろ
、

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

E
男

32
友
達
を
誘
っ
て
も
断
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

（
無
回
答
）

（
無
回
答
）

ド
ラ
イ
ブ
、
ゲ
ー
ム
、
テ
レ
ビ
、
DVD、

CD

P
男

27

即
物
的
な
こ
と
で
満
⾜
し
が
ち
だ
が
、
も
っ
と

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
趣
味
が
や
り
た
い

ギ
タ
ー
や
格
闘
技
の
ジ
ム
な
ど
、
⼀
般
的
に
評
価

さ
れ
や
す
い
趣
味
を
や
っ
て
み
た
い

家
で
は
ゲ
ー
ム
や
漫
画
な
ど
の
サ
ブ
カ
ル
系
、

映
画
や
ギ
タ
ー
な
ど
⼀
般
受
け
し
や
す
い
も
の

外
な
ら
ロ
ー
ド
ワ
ー
ク
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

な
ん
で
も
い
い
か
ら
友
達
と
遊
ん
で
い
る
と
き

ひ
と
り
で
遊
ぶ
の
は
む
な
し
い

ゲ
ー
ム
、
W
ikipedia巡

り
、
誰
か
と
映
画
鑑
賞

誰
か
と
ゲ
ー
ム

充
実
群

「
充
実
し
て
い
る
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

充
実
し
て
い
る
」

非
充
実
群

「
充
実
し
て
い
な
い
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

充
実
し
て
い
な
い
」

中
⽴
群

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
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害要因が見られた一方で，障害特性や性格を理

由に理想の達成をあきらめている例もみられた． 
（７）余暇の満足度について 
 自身の余暇に対する満足度について 5段階で

評価を求め，充実群，非充実群，中立群とに分

類したものを，各回答者の評価の理由とともに

Table 2 に示した．非充実群の回答者に障害特

性や性格に起因する特徴的な回答が顕著であ

った．「今のままでもいいが進歩がない」，「一

般的な趣味を持ちたい」など，余暇に対する「こ

うあるべき」という固定観念が反映された回答

は群を問わずみられた． 
（８）余暇以外の「楽しい」と感じる時間について 
自分が自由に使える時間以外で楽しいと思

えるのはどのような時間かという質問に対し

ては，「人の役に立ったとき」，「仕事そのもの」，

「通勤時間(電車やバス)」，「自分の悩みが解決

したとき」といったその時間そのものを楽しむ

内容の回答が挙げられた一方で，「仕事がミス

なくうまくいったとき」，「職場の雰囲気に溶け

込めたとき」，「上司や先輩とうまくコミュニケ

ーションをとれたとき」，「一人になれたとき(ほ
っとする)」といった本人にとってのネガティブ

状況を回避する内容の回答もみられた． 
（９）収入・金銭感覚について 

1 ヶ月間に自由に使える金額を尋ねたところ，

平均 4.35 万円(0.5 万円～13 万円)であった．そ

の金額に対して満足しているかどうかという

質問では，「とても満足」または「どちらかと

いえば満足」が 6 人，「どちらともいえない」

が 6 人，「どちらかといえば不満」または「と

ても不満」が 5 人であり，同世代の一般的な収

入としては少ないながら，不満を感じている者

ばかりではないということが明らかとなった． 
回答の理由として，「とても満足」，「どちらか

といえば満足」群では，「(お金が)有り余ってい

る」，「(給料は)もう少しほしいが今の仕事が楽

しいから」，「一応貯金でできているから」，「ハ

ンディキャップがあるから現状が限界」といっ

た回答が，また「どちらともいえない」群では

「実感としては低いが，障害者枠での就労の中

では良いほうだから」，「もっと(給料が)ほしい

が自分で管理できなくなるから」，「昔と違って

人並みに働いているので給料をあげてほしい

が，体力がなく仕事を入れられない日もあるの

で仕方ない」といった回答が，そして「どちら

かといえば不満」，「とても不満」群では「自立

した生活(一人暮らし)をするだけの給与がほし

い」，「給料をもらいすぎている」，「結婚する気

がないので老後のことも考えると少ない」など

の回答が挙げられた．自分の障害や能力を理由

に生計に対する理想を低く設定していたり，そ

もそもに自立や生計に対する固定観念がみら

れたりする回答も散見された． 
 
２．ケース検討のためのインタビュー調査 

ケース検討では，6 人の対象者にインタビュ

ー調査をおこなった．ここでは，そのうち生活

全般が客観的に見て充実しているように感じ

られるものの，本人の余暇に関する自己評価が

低く，余暇に関してなんらかの課題があると考

えられる Q さんを取り挙げる． 
（１）Q さんの基本情報 
調査時の年齢は 27 歳で，男性である．父，

母，弟と同居しており，A 県内市街地に居住し

ている．診断名は広汎性発達障害であり，成人

後に診断を受けている．最終学歴は高等学校で

あり，県外の専門学校を中退している．所持し

ている免許や資格は，調理師免許に加え，普通

自動車運転免許，ホームヘルパー2 級，漢字検

定 2 級である．現在は就労継続支援 A 型事業所

である飲食店にて調理スタッフとして勤務し

ており，就労形態はパートタイム，調査時点で

勤続期間は8ヶ月であった．現職に就くまでに，

病院看護助手やウェイターなど，複数の職種を

経験しているが，調理師の資格を活かして働い

ている現在の勤務先については，「人間関係も

円滑で楽しい」，「自分で考えたメニューが採用

され，買ってもらえることがうれしい」と，や

りがいを感じていることが述べられた．現在の

趣味は体を鍛えること，ゲーム，ピアノであり，

中学校，高等学校ではバレーボール部に所属し

ていた．過去には，保護者の勧めで水泳とエレ

クトーンを習っていた． 
なお，Q さんの日本版 WHOQOL26 におけ

る QOL の状態は QOL 平均値 2.58 であり，こ

れは，同年代男性の平均値 3.20 に比して 1SD
以上低い結果であった． 
（２）Q さんの余暇イメージと実態 
「一般的な成人の余暇」に対するイメージは，

「趣味に時間を費やしたり友人と過ごすこと」

と述べた．具体的には，「買い物や映画鑑賞，

人と交流をすること」であると捉えている．「理

想とする自分にとっての余暇」については，「自

分磨き，友人と楽しく過ごす」ことであり，具

体的には「資格試験などで知識をつける，体を

鍛える」ことであると述べた．「余暇の実態」

については，自分ひとりですることとして「ゲ
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ーム，勉強，ピアノ」を挙げ，誰かと共にする

こととして「祖母と買い物，友人と旅行，友人

とゲーム」を挙げるなど，Q さんの抱く「一般

的な成人の余暇」イメージや「理想とする余暇」

像との一致が見られた．しかしながら，友人と

過ごすことについては，「距離感のとり方が難

しい」，「ゲームのためだけに来てもらうのは悪

い」といった現実場面でのもどかしさも語られ，

また，自分の余暇については「どちらかといえ

ば充実していない」と回答しており，その理由

として，「友人と会える時間があまりない」と

述べた． 
「達成できていない理想の余暇」については，

「彼女を作って出かけたり一緒に過ごしたい」

とし，その理由を「会いたいときに気軽に会え

る，支え合える女性がほしい」と述べた．以前

交際相手がいた時期には「友達といるのとは別

のよさ」を感じ，「ひとりで過ごして休日を終

えるとむなしい」という感覚があったと述べた． 
（３）余暇実態の形成過程 

Q さんは高校卒業後，病院看護助手として勤

務したのち，スキルアップのため県外の専門学

校に進学した．しかし，専門学校での人間関係

がうまくいかず精神状態が不安定となり心療

内科を受診，広汎性発達障害の診断を受けた．

この頃の Q さんの余暇実態としては，「ゲーム

だけでひとりで過ごすだけで充実していなか

った」と振り返っている．その後，専門学校を

中退し A 県発達障害者支援センターとの繋が

りを持つようになる．B クラブにも参加するよ

うになり，B クラブの友人と旅行に出かけたり

一緒にゲームをしたりといった，共通の趣味を

楽しむようになった．「悩みを話せる親友がで

きた」，「絆を感じる」，「人間関係につまずきの

ある人同士の集まりで，共通の感覚を感じる」

と述べるように，診断を受け発達障害者支援セ

ンターとのつながりを持ったことで，友人関係

を中心に Q さんの余暇の様相が変化したこと

がわかる．現在も，B クラブの友人が Q さんが

余暇を共に過ごす主たる者となっている． 
また，現在の趣味として挙げているピアノは，

幼少期に保護者の勧めにより始めたエレクト

ーンが影響していると述べている． 
（４）余暇実態の課題 

Bクラブで出会った友人と共に過ごすことが

多いQさんは，自身の友人関係の課題として「B
クラブの友達と会えるのが月に1回のBクラブ

のときしかない」，「友達ではあるが，距離を感

じることがある」などと述べ，友人と過ごす時

間について，量的にも質的にも満足していない

ことがうかがえた．また「ゲームのためだけに

(遠方の)友達に来てもらうのは気が引ける」，

「スポーツをしたいが B クラブの友人はスポ

ーツが好きではないからできない」と語り，新

たな交友関係や余暇資源の必要性を感じてい

ることもわかった． 
 

● 

Ⅳ．考察 

 
 高機能自閉スペクトラム症を対象とした余暇

実態に関するアンケート調査ならびにインタビ

ュー調査から，以下のような知見が得られた． 
「一般的な余暇」像として「飲み会，デート」，

「友達と過ごす」などといった他者との交流を

伴う余暇イメージをもつ対象者の中には，周囲

の者が客観的に捉えた余暇の実態が比較的充

実しているにもかかわらず，本人の実感として

の余暇に対する満足度が低くなる傾向にあっ

た．Q さんの例においても，「自分磨きをする，

友人と楽しく過ごす」という Q さんの理想とす

る余暇と，資格試験に挑戦したり友人と旅行に

出かけたりしている Q さんの余暇実態との乖

離が客観的にはみられないにもかかわらず，余

暇の満足度は高いとはいえず，これは，Q さん

の形成する「友人と過ごす」という「一般的な

余暇」像や過去の経験からくるひとりで過ごす

ことへの強い抵抗感が Q さんの余暇に関する

自己評価を下げる一因となっていると考えら

れる．このことから，「一般的な余暇」像に固

執する者は，余暇資源や自助グループ活動の仲

介，相談援助などを通した人間関係や余暇の場

づくり，固定観念の払拭にむけたサポートが必

要な場合もあると考えられる．一方で，「一般

的な余暇」像を「気分転換」，「仕事を忘れる」

など余暇の機能面に着目して形成している対

象者の多くは，周囲の者が客観的に捉えた余暇

の実態と余暇の満足度に関する自己評価とが

合致する傾向にあった．余暇に関する自己評価

が低い Q さんの例でも，「友達と旅行やゲーム

をしたい」，「会いたいときに気軽に会える，支

え合える女性がほしい」といった，人間関係の

質的な面への執着がみられる．このことから，

「一般的な余暇」像を誰と過ごすか，何をする

かといった質的な面ではなく機能面から形成

している者は，本人がその実態に満足さえすれ

ば実感としての満足度は高い傾向にあるとい

うことが推察される． 
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 また，Q さんの日本版 WHOQOL26 の結果

からは Q さんの QOL はインタビュー調査当時

低い状態にあるということが明らかとなった．

高機能自閉スペクトラム症への支援は現在就

労や就労の継続に向けたものがほとんどであ

るが，Q さんのように仕事に対する満足度が高

い者であっても，生活の質が必ずしも高いとは

いえなかった．今回の調査対象者 18 名のうち

16 名は就労状態にあったが，他のインタビュー

対象者にも Q さんと同様の傾向がある者がみ

られた．このことから，必ずしも就労している

ことが余暇充実に比例しているわけではなく，

就労以外の生活要素にも目を向け包括的な支

援を行っていく必要があることが示唆された． 
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